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このたび、南箕輪村土地開発公社が、本村久保宇天下方に分譲宅地の造成工事を行なうに当

たり、その地域が周知の文化財包蔵地であるため、村教育委員会として、遺跡の存在の有無を

確認し、記録保存をするために緊急発掘調査を行ないました。

この地域は、箕輪町から南箕輪村へかけての天竜川西岸の水田一帯に広がる「箕輪遺跡」の

一部に当たり、また、このすぐ近くの「塩ノ井中田地区」では、平成４年に工場用地造成に当

たり約7000 ㎡を発掘し、多くの遺物・遺構が発見されております。

発掘の結果は予想に反して、遺物も遺構も発見されませんでしたが、この一帯の土層断面が

明らかになり、箕輪遺跡の範囲を知るうえでも大きな収穫となりました。

この発掘に当たり、南箕輪村土地開発公社、および造成工事を請負われた㈱ニッソウの皆さ

んには、機材や資材の提供をはじめ、たいへんなご協力をいただきました。ここに記して深く

感謝申し上げます。

南箕輪村教育委員会

教育長 杉　 渾 崇
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１。本書は長野県上伊那郡南箕輪村久保字天下方181-1他３筆に所在する箕輪遺跡の発掘調査

報告書である。

２．調査は南箕輪村土地開発公社による宅地造成事業にともない南箕輪村教育委員会が行なっ

たものである。

３．プラント・オパール分析は㈱古環境研究所に委託し、分析結果を本書末尾に掲載した。

４．調査・整理にあだっての資料は南箕輪村教育委員会で保管している。
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Ｉ　遺跡の立地

１ 。 位　　 置

箕輪遺跡は伊那盆地北部、天竜川右岸の箕輪町から南箕輪村にかけてひろがる沖積地に位置

している。今回の調査地は、平成４年に調査を行なった塩ノ井中田地区に接する久保字天下方

181-1他３筆に位置している。（第１図）

調査地の付近は最近、宅地化のすすんでいるところでもある。

第１図　遺跡位置図
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２。環 境

南箕輪村は木曽山脈の経ヶ岳、大泉所山等の山地と山間地より流れ出る大泉川により、その

ほどんどが形成された扇状地と天竜川の氾濫源からなっている。その大部分は広くひらけた扇

状地がしめており、標高700m から900m に及ぶ地域で東へ緩やかな傾斜の段丘が続いている。

扇状地扇端部からの豊富な湧水は南沢川、滝ノ沢川、栃ノ木洞沢川等、幾つかの小河川となり、

天竜川に流れ込んでいる。扇端部ではこれらの小河川により侵食形成された沢がみられる。

箕輪遺跡が位置する沖積地は、昭和27 年から29年にかけて行なわれた土地改良事業により整

地され、ほどんどが乾田化しているが、以前は後背湿地という地形的条件に加え扇端部および

沖積地内からの湧水により、幾つもの沼が点在する大湿地帯であった。

南箕輪村の遺跡分布をみる場合、天竜川河岸段丘上の遺跡群と天竜川の支流である大泉川、

大清水川、戸谷川の縁辺にある遺跡群の２つに分けることができるが、天竜川河岸段丘の遺跡

群は沖積地に接している久保地区から北殿地区にかけて、特に多くみることができる。

（第２図）　天伯、北垣外遺跡に代表されるようにその規模は大きく、密度は高い。久保の丸

山古墳が築かれていたのもこの河岸段丘の中段部である。

縄文時代から平安時代まで隔たりなく遺跡があることから地形的に水利に恵まれ生産域に隣

接している、この付近の居住性の良さがわかる。また、中世においても段丘突端部に棚木城、

中込城、沖積地に田中城などの城郭が築かれたことからも沖積地とそれに接する段丘を含んだ

一帯が歴史上、重要な地域であったことがうかがえる。

第２図　周辺遺跡位置図
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Ｈ　調査の経緯

１
．

調 査 の 経 過

箕 輪 遺 跡 が 位 置 す る 天 竜 川 河 岸 段 丘 下 の 沖 積 地 は 近 年 、 工 業 団 地 ・ 住 宅 地 と し て 開 発 が 急 速

に す す め ら れ て い る 地 域 で あ る 。 今 回 、 土 地 開 発 公 社 で は 一 般 住 宅 地 ７ 区 画 の 造 成 を 計 画 し た 。

こ の 開 発 計 画 の 連 絡 を 受 け た 村 教 育 委 員 会 は 、 造 成 予 定 地 が 箕 輪 遺 跡 の 範 囲 内 に あ り 、 ま た

平 成 ４ 年 に 調 査 し 、 多 く の 遺 構 ・ 遺 物 を 確 認 し た 塩 ノ 井 中 田 地 区 の 北 隣 り に 位 置 し て い る た め

土 地 開 発 公 社 と の 間 で 保 護 協 議 を 行 い 、 プ ラ ン ト オ パ ー ル 分 析 を 含 め た 発 掘 調 査 に よ る 水 田 遺

構 の 有 無 の 確 認 を お こ な う こ と に な っ た 。

確 認 調 査 は 平 成 ６ 年 ５ 月 ２ ５ 日 よ り ６ 月 ３ 日 ま で お こ な っ た 。調 査 の 結 果 、近 代 以 前 の 遺 構 ・

遺 物 は 確 認 で き ず 、 プ ラ ン ト ・ オ パ ー ル 分 析 に お い て も 近 代 以 前 の 水 田 層 が 認 め ら れ な か っ た

こ と か ら 、 調 査 を 終 了 し た 。

【 調 査 日 誌 】

5月25町 トレンチを重機で副 し 暗渠施設2ヶ所を確認するO　　　　　　　　5月31日2ﾄﾚ け の壁面調整と分針 おこなう｡ 午後に測量を始める。

壁面調整と分層をおこなう、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6 月 川 測量と写真撮影をおこなう。

5脳 日1ﾄﾚﾝﾁ 岫 朧 断面測量をおこなう｡ 午後から訃 レけ の　　6 月2H トレンチ諦 面測量をおこなう。

榊 面 はいる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6 月3 日 午前中で全ての作業を終了するO 午後に㈱古環境研究所でﾌﾟﾗﾝﾄ･

5月27日 雨天のため作業牡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｵ ﾊﾟｺﾞﾚ 分析のため試料の採取をおこなうO

5月30日1ﾄﾚﾝﾁ の断面測量と2トレンチの掘膳 おこなう。

訃ﾚﾝﾁ で暗渠施設を確認。

２。調査組織

団　　長

調査主任

杉潭

友松

崇

諭

南箕輪村教育員会教育長

南箕輪村教育委員会学芸員

調査に参加された方々（順不動）　　 小沢よね子　　 唐沢容子

事務局

唐沢

唐沢

謹男

由江

南箕輪村教育委員会教育次長

南箕輪村教育委員会社会教育係長
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１。調査の結果

IH　 訓査 の結果

調査は２本のトレンチを掘削して確認調査をおこなったが、暗渠施設を３ヶ所確認したのみ

で、その他の水田遺構はみられなかった。

調査地の土壌堆積状況は、天竜川の影響により形成された河川跡 と思われる溝内に泥炭上、

粘上等が堆積していた。砂層が数ヶ所みられるが断続的である。また、昭和に行われた土地改

良時に地盤を締めるために投棄したと思われる木材がみられた。河川状に続く溝内に土壌が堆

積している様相は調査地の南側に位置する中田地区と同様である。（第５図）

確認できた遺構の３つの暗渠施設は３本の丸木を組合せたものと土管を用いたもので、丸木

を組合わせた暗渠は１トレンチの西側と２トレンチの東側で各１ヶ所、土管を用いた暗渠は２

トレンチの中央よりやや西側にあたるところで、それぞれ南北に延びていた。　２ヶ所の丸木の

暗渠はそれぞれ位置からみて同一の施設にはならない。

丸木を用いた暗渠は第２層から、土管を用いたものは第１層からそれぞれ埋設されている。

これはプラント・オパール分析で水田層が１層と２層のみであるという結果と符合する。

現在の耕作上が土地改良事業による客土であることを考えると２つの暗渠施設は近代から現代

のものと思われる。

遺物は土師器底部､ 近代陶器底部､ 黒曜石がそれぞれ１点ずつ２トレンチより出土している。

（第４図）

１の土師器底部は掘削土中よりのものなので何層にあったものかは不明である。手づくれに

よるもので甕の底部である。ローリング

がみられることから流入してきたものと

判断する。

２の陶器は第１層より出土したものだ

が、遺物の包含層に撹伴が認められるた

め２層中にあったことが考えられる。皿

の底部で、外面には点線状の削り模様、

内面には鉄紬が施されている。

黒曜石は２層から出土したもので厚さ

が2.５ｍｍほどの剥離片である。

これらの遺物は遺構にむすびつくもの

ではなく、現在の位置から離れた所にあっ

たものであろう。

卜 二~
ナシ 〕

＼

＼斗 づ て

５

０ ５ ｃｍ

第４図　出土土器・陶器実測図



２ 。 ま と め

南箕輪村の地籍内に入る箕輪遺跡は、沖積地の南端部にあたり、基盤層である榛層が複雑に

変化しているところである。今回の調査地においても天竜川本流より分かれた支流跡か、また

は氾濫時に形成された河川跡が埋没しているのがみられた。

調査地の南にある塩ノ井中田地区では、これと同様の河川跡の埋没部分に遺構・遺物が集中

し、中田地区に限っては時代を遡る程これが顕著にあらわれたが、今回の調査地では近代以前

の遺構は確認できなかった。このことから、箕輪遺跡南端部は水田耕作に適した土壌の条件下

であっても、水田になっていたのはそのなかでも限られた範囲であることが指摘できそうであ

る。開田されなかった要因は天竜川及び湧水の影響による治水問題、中世における田中城の興

亡などいくつか考えられるものの、現在の資料では推測の域を脱することはできない。箕輪遺

跡の解明は、今後河岸段丘上の遺跡群及び沖積地全域の調査結果と対比させながら広範的な視

野ですすめていくことが必要であろう。

今回の調査は遺構・遺物が認められず確認調査で終了した。課題の残るものであったが箕輪

遺跡南端部の地形の特徴か明らかになってきたことで、今後の調査の方向を示唆するものとなっ

た点では成果があったといえる。また、その範囲は100 ヘクタールにも及ぶといわれる箕輪遺

跡の一画ではあるが、その形成時期と変遷について１つの資料になったことは確かである。

多くの課題が残る箕輪遺跡であるが、関係諸機関、関係者の努力により次第にその様相が明ら

かになってきている。しかし、近年の遺跡内における開発は年とともに増加し調査の追いつか

ない状況にきている。今後、この遺跡をいかに保護し後世に伝えていくかが最大の課題であろ

う。

最後になりましたが、調査にご協力いただいた関係機関、関係者の方々に深く感謝し、厚く

御礼申し上げます。

６ －
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１　黒褐色粘土居

Ｕ　黒色粘土層

Ⅲ 褐灰色粘質土層

Ⅳ 褐灰色粘土層
Ｖ　赤灰色粘土層

Ⅵ 褐灰色粘土層

VI 褐灰色貼質土層
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（10Y R3/2 ） 現耕作土

（10Y R2/1 ） シルト混り､木杭を含む

（10Y R4/1 ） 下層の土を斑状に含む

（7.5YR6/1 ）植物残滓を含む

砂まじり

(2.5YR4/1) 植物残滓を含む・粘りが強い

(7.5YR5/|) 植狗残滓を含む・砂まじり
(5YR5/1) 砂を含む

(10Y R3/1)

〔2.5YRI.7/1〕Ｘ　泥炭土層　　　 〔2.5YRI.7/1〕

XI 暗赤灰色粘質土層 （2.5YR3/1 ）わずかに砂を含む
XI 灰色粘質土層　 （N6/ ）XI 灰色粘I筧

刈 泥炭土層

IV 肆層 ｌ

０

(10Y R2/2)

゛ ‾ ‾ ぷ5 ‾ 　 こ

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅲ
＿　＿　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　IＶ

刈

聊

０　　　　　　　　　 １ｍ
¬

H

Ⅲ

Ⅳ

ｖ

ｖI

ｖn

黒褐色粘土層

黒色粘土層
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褐灰色粘土層

赤灰色粘土層

褐灰色粘土層

砂層

７

盾

（10Y R3/2 ） 現耕作土

（10Y R2/1 ） シルト混り､木杭を含む

（10Y R4/1 ） 下層の土を斑状に含む・砂まじり

（7.5YR6/1 ）植物残滓を含む

（2.5YR4/| ）植物残滓を含む・粘りが強い

（7.5YR5/| ）植物残滓を含む・砂まじり

Ⅷ 褐灰色粘質土層 （5YR5/1 ） 砂を含む

IX 黒褐色粘土層　 （10Y R3/1）

Ｘ 泥炭土層　　　 （2.5YRI.7/| ）

X【 暗赤灰色粘質土層（2.5YR3/1 ）わずかに砂を含む
涵 泥炭土層　　　 （10Y R2/2）

刄V 黒色粘質土層　 （7.5YR2/| ）締りが強い

XV 灰色粘質土層　 （5Y5/1）　 砂を含む・締りが強い

刄V陳層

第 ５図　 トレ ンチ土 層断面 図 （図 ３ ）
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●はプラント・オパール分析の試料採取位置





臼然科学分析調査報告書

南箕輪村、箕輪遺跡

株式会社　 古環境研究所



南箕輪村、箕輪遺跡（久保天下方）におけるプラント・オパール分析

古環境研究所

１、けじめに

植物珪酸体は、ガラスの主成分である珪酸（S102）が植物の細胞内に蓄積したものであり、

植物が枯死した後も微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。

この微化石は植物によりそれぞれ固有の形態的特徴を持っていることから、これを土壌中より

検出してその組成や量を明らかにすることで過去の植生環境の復原に役立てることができる。

プラント・オパール（植物珪酸体）分析と呼ばれるこの方法は、とくにイネのプラント・オパー

ルの消長を検討することによって、埋蔵水田跡の確認や探査において極めて有効であり、これ

までに多くの実績をあげている。

この調査は、プラント・オパール分析を用いて、箕輪遺跡久保天下方地区における稲作跡の

探査を試みたものである。

２。試料

調査地は、１トレンチと２トレンチの２地点である。試料は、１トレンチのＩ層～ＸＨ層、

２トレンチのVⅢ層～ＸＩ層において採取された計15点である。図２に試料採取地点を、図３に

土層断面図と分析試料の採取箇所を示す。

３。分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法（藤原、1976 ）」をも

とに、次の手順で行った。

１）　試料土の絶乾（105 ℃・24時間）、仮比重測定

２）　試料土約１ｇを秤量、ガラスビーズ添加（直径約40 μｍ,約0.02g ）

※電子分析天秤により１万分の１ｇの精度で秤量

３）　電気炉灰化法による脱有機物処理

４）　超音波による分散（300W･42KH ｚ･10分間）

５）　沈底法による微粒子（20μｍ以下）除去、乾燥

６）　封入剤（オイキット）中に分散、プレパラート作成

７）　検鏡・計数

検鏡は、おもに機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパール（以下、プラント・オパー

ルと略す）を同定の対象とし、400 倍の偏光顕微鏡下で行った。なお、稲作跡の探査が主目

的であるため、同定および定量は、イネ、ヨシ属、タケ亜科、ウシクサ族（ススキやチガ

ヤなどが含まれる）、キビ族（ヒエなどが含まれる）の主要な５分類群に限定した。



計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラート１枚分の

精査に相当する。

検鏡結果は、計数値を試料１ｇ中のプラント・オパール個数（試料１ｇあたりのガラスビー

ズ個数に、計数されたプラント・オパールとガラスビーズの個数の比率を乗じて求める）に換

算して示した。また、この値に試料の仮比重（1.0 と仮定）と各植物の換算係数（機動細胞珪酸

体１個あたりの植物体乾重､ 単位:10-5 g ）を乗じて、単位面積で層厚１ｃｍあたりの植物体生産

量を算出し図示した。その値は、それぞれ2.94 （種実重は1.03）6.31 、0.48である（杉山・藤

原、1987 ）。

４。分析結果

分析の結果、今回の調査地点からは、イネ、ヨシ属、タケ亜科、ウシクサ族の各分類群に由

来するプラント・オパールが検出された。

試料１ｇ中のプラント・オパール個数を表１に示す。なお、イネに関してはダイアグラムに

して図４に示した。また、各植物の推定生産量と変遷について図５に示した。巻末に主な分類

群の顕微鏡写真を示した。

５。考察

（１）稲作跡の可能性について

水田跡（稲作跡）の検証や探査を行う場合、一般にイネのプラント・オパールが試料１ｇあ

たりおよそ5,000個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高

いと判断している。また、その層にプラント・オパール密度のピークが認められれば、上層か

ら後代のものが混入した危険性は考えにくくなり、その層で稲作が行われていた可能性はより

確実なものとなる。以上の判断基準にもとずいて稲作の可能性について検討を行った。

今回の調査地点では、イネのプラント・オパールが検出されたのは、１トレンチのＩ層とＨ

層のみであった。これらは、いずれも比較的最近の水田耕作に由来するものと考えられる。

他の層については、イネのプラント・オパールはまったく検出されていないことから、今回

の調査地点については古代の水田跡が包蔵されている可能性は考えにくいと判断される。

（２）古環境の推定（図５参照）

ネザサなどのタケ亜科植物は比較的乾いた土壌条件のところに生育し、ヨシは比較的湿った

土壌条件のところに生育している。このことから、両者の出現傾向を比較することによって土

層の堆積環境（乾湿）を推定することができる。

今回の調査地点では、下位よりXI層～Ｘ層、Ⅵ層～IV層、Ｉ層においてヨシ属が卓越する傾

向が認められた。このことから、これらの層準の時期には本遺跡一帯は比較的温潤な環境であっ

たことが推定される。



なお、稲作が開始される以前は、調査区一帯はヨシの繁茂する湿地帯であり、そこを開墾し

て水田が造成されたものと推定される。また、稲作の開始以降も以前としてヨシ属が多く見ら

れることから、水田雑草としてヨシ属が生育していたことも考えられる。
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表１　プラント・オパール分析結果
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